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チャレンジ
切
れ
目
の
な
い
支
援
で

地
域
の
若
者
を
支
え
る

東
京
都
三
鷹
市
・
社
会
福
祉
法
人
巣
立
ち
会

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　
東
京
都
三
鷹
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
巣
立
ち
会

は
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
法
人
の
設
立
経
緯
と
し
て
は
、
活
動
拠
点
の
三
鷹

市
と
調
布
市
は
10
カ
所
の
精
神
科
病
院
が
5
㎞
圏
内

に
密
集
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
不
足
す
る
精
神
障
害

者
の
社
会
資
源
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
4
年

に
精
神
科
病
院
の
家
族
会
と
有
志
の
職
員
で
任
意
団

体
を
発
足
し
、
三
鷹
市
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
日
中

活
動
の
場
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、

調
布
市
に
も
活
動
を
広
げ
、
平
成
14
年
10
月
に
社
会

福
祉
法
人
を
設
立
し
た
。

　
現
在
は
、
三
鷹
市
と
調
布
市
に
お
い
て
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
「
巣
立
ち
ホ
ー
ム
」
を
は
じ
め
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
「
巣
立
ち
風
」、「
巣
立
ち

工
房
」、「
こ
ひ
つ
じ
舎
」、
自
立
訓
練
と
就
労
移
行

訓
練
を
行
う
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
と
「
サ
ザ
ン
」
を

開
設
す
る
ほ
か
、
相
談
支
援
事
業
所
、
訪
問
介
護
事

業
所
な
ど
多
様
な
事
業
を
運
営
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、昨
今
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
21
年
か
ら
新
た
に
「
う
つ
病
専
門
の
復
職
・
再

就
職
支
援
」
と
「
精
神
疾
患
を
も
つ
若
者
へ
の
早
期

支
援
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
、
精
神
疾
患
や
発

達
障
害
等
に
よ
り
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
に

支
援
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い

る
（「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」、「
サ
ザ
ン
」
で
実
施
）。

年
齢
や
制
度
の
壁
を
越
え
た

若
者
の
支
援
に
取
り
組
む

　
同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
学
生
等
の
若
者
に
対
す
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
業
・

生
活
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。
同
事
業
で
は
、
思

春
期
か
ら
青
年
期
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
を
抱
え
る
若

者
を
対
象
に
、
年
齢
や
制
度
の
壁
を
越
え
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
援
を
持
続

可
能
と
す
る
仕
組
み
や
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
①
学
校
連
携
の
構
築
、
②
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
・
学
習
支
援
・
相
談
支
援
の
実
施
、
③
研
修
会
の

開
催
、
④
制
度
設
計
を
考
え
る
場
の
設
置
等
を
行
っ

た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
田

尾
有
樹
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
当
法
人
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
10

代
半
ば
か
ら
20
代
前
半
ま
で
の
若
者
を
対
象
と
し
た

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
精
神
障
害
と

認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
精
神
科
通
院
と
い
う
高
い
ハ

ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
社
会
的
に
は
不
適
応

状
態
に
あ
る
も
の
の
疾
患
や
障
害
と
い
う
確
定
が
で

き
な
い
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
人
た
ち
が
存
在
し

ま
す
。
思
春
期
か
ら
青
年
期
と
い
う
人
生
に
お
い
て

そ
の
後
を
決
定
す
る
大
切
な
時
期
に
支
援
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
と
い
う
制
度
上
の
問
題
や
、
18
歳
と
い

う
年
齢
に
な
る
と
支
援
が
途
切
れ
る
現
状
に
対
し
、

若
者
を
対
象
に
年
齢
や
制
度
の
壁
を
越
え
た
切
れ
目

な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
支
援

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
社
会
福
祉

法
人
巣
立
ち
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　長く精神障害者支援に取り組んでこ
られた社会福祉法人が、障害をカテゴ
ライズせず、教育と福祉の狭間にある
ニーズに対して、専門性を活かした支
援を提供されています。助成事業にお
いて、学校連携の構築やオープンス
ペースでの学習支援・相談支援の実施
等の複数の取り組みを着実に実施し、
多くの取り組みで目標値を達成するこ
とができました。今後の事業の定着化
に向けて行政への働きかけも積極的に
行い、進捗もみられていますので、今
後の展開に大いに期待いたします。
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を
持
続
可
能
と
す
る
仕
組
み
や
制
度
の
構
築
に
向

け
、
行
政
や
大
学
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」。

大
学
と
の
連
携
体
制
を
構
築

　「
学
校
連
携
の
構
築
」
で
は
、
都
内
5
大
学
（
東

京
大
学
、
杏
林
大
学
、
成
蹊
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、

国
際
基
督
教
大
学
）
と
連
携
し
、「
大
学
・
福
祉
の

連
携
に
向
け
た
会
議
」
を
2
回
開
催
し
た
。

　
会
議
に
は
、
各
大
学
の
学
生
支
援
担
当
者
や
教
員

な
ど
が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
現
在
の
学
生

支
援
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
学
業
や
生
活
の
困
難
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

調
を
抱
え
る
学
生
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
検
討
を
行
っ
た
。

　「
会
議
で
は
、
当
法
人
が
行
う
若
者
支
援
の
取
り

組
み
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
大
学
ご
と
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
つ
な
が
る

連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
大
学
に
は
必
ず
相
談
室
が
あ
り
、
医
師
が
診
察

す
る
体
制
は
あ
る
も
の
の
、
通
学
が
で
き
な
く
な
っ

た
学
生
に
対
し
て
は
支
援
が
途
切
れ
る
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
際
に
当
法
人
と
連
携
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
東
京
大
学
と
は
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
と
顔
あ
わ
せ
を
し
て
、
今
後
の
相
談
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
田
尾
理
事
長
）。

　
メ
ン
タ
ル
不
調
を
抱
え
る
若
者
に

一
体
的
な
支
援
を
提
供

　
若
者
へ
の
直

接
支
援
と
し
て

は
、
三
鷹
市
と

調
布
市
に
あ
る

法
人
事
業
所
2

カ
所
に
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を

開
設
し
、
学
習

支
援
と
相
談
支

援
を
一
体
的
に
提
供
し
た
。

　
対
象
は
、
主
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
、
学
習
の
つ
ま

づ
き
、
集
団
生
活
へ
の
不
適
応
な
ど
を
抱
え
る
若
者

と
し
、
15
人
が
利
用
し
た
。
年
齢
は
16
歳
の
高
校
生

か
ら
26
歳
の
大
学
生
で
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
あ
っ

た
り
、
精
神
科
の
受
診
・
通
院
歴
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

た
ち
が
利
用
し
た
と
い
う
。
開
催
頻
度
は
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
は
週
4
日
、学
習
支
援
は
週
1
～
2
回
、

相
談
支
援
は
随
時
対
応
し
て
お
り
、
利
用
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
利
用
す
る
か
た
ち
と
な
っ

社会福祉法人巣立ち会
学生等の若者に対するシームレスな学業・生活支援事業

令和4年度事業

【事業概要】
思春期から青年期の若者を対象に、年齢や制度の壁を越えた切れ目のない支援
を提供するとともに、支援を持続可能とする仕組みや制度の構築を目指す事業

【実施内容】
◆�学校連携の構築
大学と「大学・福祉の連携に向けた会議」
を開催し、学生支援の情報共有を行う
とともに、メンタル不調を抱える学生
に対する支援について検討
◆オープンスペース、学習支援、相談支
援の実施
メンタルの不調や
学習のつまづき、
集団への不適応な
どの悩みを抱える
若者に対し、学習
支援や相談支援を
一体的に提供する
オープンスペース
を運営
◆研修会の開催
若者支援に関わるスタッフのスキルア
ップを目的にした講演会、事例検討会
を開催
◆制度設計を考える場の設置
行政関係者と各市の取り組みを共有
し、効果的な若者支援を実施するため
に仕組みや制度の検討を行う

事業概要

【成果】
◆都内5大学の学生支援担当者と教員が参加した「大
学・福祉の連携に向けた会議」では、大学ごとのニ
ーズや課題を確認し、今後につながる連携体制を構
築することができた
◆学習支援や相談支援を一体的
に行うオープンスペースは、
三鷹市と調布市にある法人の
事業所2カ所で実施し、延べ
480人が利用した
　　オープンスペースの利用者
に対しては、さまざまな手法でコミュニケーション
を図るユースメンタルプログラムを提供。ひきこも
り状態の利用者がプログラムの参加を通じて生活リ
ズムを取り戻したり、大学生との関わりで大学進学
の意欲が生まれ、学習支援を利用することにより進
学に結びついたケースもあった
◆相談支援では、延べ132人の個別相談に対応してお
り、必要に応じて家族との調整や、学校・ハローワ
ークの同行支援、精神科の受診同行などを行った
◆行政との連携では、三鷹市、調布市、狛江市の若者
支援担当者と「制度設計を考える会議」を開催し、
事業実績の報告や各市が実施している若者支援の取
り組みを共有することにより、行政と顔の見える関
係を構築することができた

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
700 万円
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都内 5 大学と開催した「大学・福祉の連携
に向けた会議」の様子。各大学の学生支援
の状況を共有し、メンタル不調を抱える学
生への支援等について検討した

メンタル不調を抱える若者を対象に、学習
支援と相談支援を一体的に行うオープンス
ペースを提供した
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て
い
る
。

　
年
間
１
９
２
回
開
催
し
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

は
、
12
～
18
時
の
時
間
帯
に
若
者
の
居
場
所
と
し
て

開
放
し
た
。
利
用
者
に
は
同
法
人
が
実
践
す
る
若
者

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
は
じ
め
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
若
者
支
援
事
業
に
通
所
す
る
他
の
利
用
者

と
交
流
を
図
る
ほ
か
、
自
由
に
過
ご
せ
る
個
人
ス
ペ

ー
ス
を
用
意
し
た
。

　
若
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、「
サ
ザ
ン
」

管
理
者
で
精
神
保
健
福
祉
士
の
植
田
太
郎
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て

楽
し
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た

り
、
集
団
行
動
に
慣
れ
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
状
態
の
利
用
者
と
関
わ
る
こ
と
で
『
辛

さ
を
抱
え
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
』
と
気

づ
き
、
他
者
理
解
、
自
己
理
解
に
つ
な
が
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
定
期
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ひ
き
こ
も
り
生
活
で
崩
れ
て
い
た
生

活
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
た
り
、
大
学
生
の
利
用
者
と

関
わ
る
こ
と
で
、
大
学
進
学
に
意
欲
を
も
っ
た
高
校

生
が
学
習
支
援
を
利
用
し
て
進
学
に
結
び
つ
い
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　
学
習
支
援
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
や
高
校
教

員
に
よ
る
受
験
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
個
別

の
学
習
指
導
を
行
い
、延
べ
１
１
６
人
が
利
用
し
た
。

相
談
支
援
の
体
制
で
は
、公
認
心
理
師
、精
神
保
健
福

祉
士
、社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
を
配
置
し
、延
べ

１
３
２
人
の
相
談
に
対
し
て
個
別
対
応
を
行
っ
た
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、
大
学
・
高
校
の
単
位
取
得

や
卒
業
、
メ
ン
タ
ル
の
不
調
、
家
族
、
学
校
、
人
間

関
係
、
生
活
に
関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

面
談
に
よ
る
相
談
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族
や
学

校
と
の
調
整
、
精
神
科
の
受
診
同
行
、
学
校
・
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
同
行
支
援
な
ど
、
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
を
行
っ
た
。

　「
例
え
ば
、
大
学
の
同
行
支
援
で
は
、
メ
ン
タ
ル

の
不
調
に
よ
り
大
学
の
試
験
が
受
け
ら
れ
ず
、
卒
業

が
難
し
い
場
合
、
合
理
的
配
慮
を
求
め
て
再
試
験
や

レ
ポ
ー
ト
提
出
で
単
位
の
取
得
を
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
交
渉
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
当

事
者
は
自
身
の
状
態
を
伝
え
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い

た
め
、
代
弁
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
事
者
に
と
っ
て
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
は
一
つ
の

自
信
に
な
り
、
回
復
の
一
歩
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

　
さ
ら
に
、
若
者
支
援
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
講
演
会
と
事
例
検
討
会
を
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社会福祉法人巣立ち会「サザン」
管理者・精神保健福祉士

事業担当

植田  太郎氏

三鷹市、調布市、狛江市の若者支援担当課長を
招いた「制度設計を考える会議」を開催。各市
の若者支援に関する取り組みの現状を共有した

学習支援の様子。勉強を教えるだけでなく、スタッフ
と信頼関係が深まり、生活に関するさまざまな相談に
つながるケースもあった

メンタルヘルスの啓発活動として、大学の講義
で若者支援に関する紹介や当事者による体験発
表を行い、100 人を超える学生が参加した
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
開
催
し
た
。
講
演
会
は
、精
神
科
医
を
講
師
に
招
き
、

「
ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
る
と
す
る
思
春
期
・
青
年

期
の
方
の
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
と

質
疑
応
答
を
行
い
、
支
援
関
係
者
や
当
事
者
・
家
族

な
ど
47
人
が
参
加
し
た
。

　
法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
事
例
検
討
会
で

は
、
発
達
障
害
に
加
え
て
家
族
に
よ
る
虐
待
の
ト
ラ

ウ
マ
を
抱
え
た
ケ
ー
ス
な
ど
若
者
支
援
の
困
難
事
例

に
つ
い
て
、
精
神
科
医
か
ら
医
療
的
な
視
点
の
助
言

を
受
け
、
当
事
者
と
の
関
わ
り
方
や
支
援
の
方
向
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
行
政
と
の
連
携
と
し
て
は
、
三
鷹
市
、
調
布
市
、

狛
江
市
の
若
者
支
援
担
当
課
長
を
招
き
、「
制
度
設

計
を
考
え
る
会
議
」を
2
回
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、

本
事
業
の
実
績
や
各
市
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
効

果
的
な
若
者
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
や
制
度
が
考
え
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た
。

　「
行
政
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
近
隣
の
自
治
体
間

で
情
報
共
有
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
た

め
、『
他
市
の
状
況
を
知
れ
た
こ
と
は
参
考
に
な
っ

た
』、『
今
後
は
参
加
自
治
体
を
増
や
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
も
検
討
の
場
を
継
続
し
て
い
く
合

意
を
得
て
い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
学
生
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
目
的
に
し
た
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
成
蹊
大
学

の
講
義
で
若
者
支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
６
人
に
よ
る
体
験
発
表
を
行
い
、

１
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
受
講
し
た
ほ
か
、
東
京

学
芸
大
学
附
属
高
校
の
選
択
授
業
に
お
い
て
若
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
や
支
援
に
関
す
る
出
前
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
参
加
者
が
多
く
、
自
分
や

周
囲
の
人
た
ち
が
悩
み
を
抱
え
た
と
き
の
対
処
に
つ

い
て
情
報
提
供
が
で
き
た
意
義
は
大
き
く
、
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
」（
植
田
氏
）。

今
後
は
行
政
と
の
連
携
体
制
を
強
化

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
行
政
や
大
学
と
情
報

共
有
を
行
い
、
今
後
に
つ
な
が
る
連
携
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
こ
れ
ま
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
支
援
対

象
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
支
援
を
必
要
と

す
る
若
者
に
有
効
な
支
援
を
届
け
ら
れ
た
こ
と
や
、

行
政
や
大
学
、
教
育
委
員
会
と
若
者
支
援
の
状
況
や

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
体
制
を
構
築

す
る
足
掛
か
り
に
な
っ
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
行
政
と
の
連
携

は
今
年
度
か
ら
6
市
に
広
げ

て
お
り
、
今
後
は
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
若
者
支
援
の
成

功
体
験
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
区
の
事
業
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
田
尾
理
事
長
）。

　
精
神
疾
患
や
障
害
の
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
若
者
に

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

す
る
同
法
人
の
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、支援が必
要な若者に支援を届けるととも
に、支援を持続可能とする仕組
みや制度の構築に向け、行政や
教育委員会、大学等と検討を行
うことができました。このよう
な場を設けることができたのも

WAM 助成を受けることによって、法人に対する信頼が得
られ、事業を説明する機会をつくれたことが大きく、連携
を図るうえで非常に助かっています。
　今後も行政に対しては継続的に連携を働きかけていき、さ
らに信頼関係を構築するために成功体験をつくり、共有し
ていくことに取り組んでいきたいと思います。

社会福祉法人巣立ち会
理事長　田尾  有樹子氏

成功体験を共有し、
行政との信頼関係を構築

〒 181−0014　東京都三鷹市野崎 2−6 −42
T E L： 0422−34−2761
F A X： 0422−39−7781
U R L： https://sudachikai.eco.to/
設　　立：平成 4 年 6 月
理 事 長：田尾　有樹子

◆団体概要
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